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オレキシンの発見とナルコレプシーの解明

2026年のアルバート・ラスカー基礎医学研究賞は、オレキシンの発見とナ
ルコレプシーの解明に貢献した二人の研究者に贈られました。オレキシン
とは、脳の中でつくられ、覚醒を維持する働きを持つ神経ペプチドです。
筑波大学の柳沢正史教授らは1998年、働きが分かっていなかった受容体に
結合する物質を探す過程で、オレキシンとその受容体を突き止めました。
さらに、オレキシンを作れないように遺伝子を操作したマウスが、突然眠
り込むナルコレプシーに似た症状を示すことを明らかにしました。一方、
スタンフォード大学のエマニュエル・ミニョ教授は、遺伝性のナルコレプ
シーを持つ犬を調べ、オレキシン受容体の遺伝子の変異が原因であること
を突き止めました。また、人間の患者の多くでは、自己免疫反応によって
オレキシンを作る神経細胞が失われ、脳内のオレキシンがほとんど検出で
きないことも示しました。こうした成果によって、ナルコレプシーは、睡
眠と覚醒を調節する脳の仕組みの異常として説明できるようになりまし
た。また、オレキシンの受容体を遮断する不眠症の治療薬も実用化され、
従来の睡眠薬に比べて問題が少ないとされています。柳沢教授は、筑波大
学の国際統合睡眠医科学研究機構の機構長を務めています。アメリカの大
学で二十年以上研究を続け、その間にオレキシンを発見しました。受賞に
際し、睡眠科学の分野が評価されたことを大変喜んでいると述べていま
す。


